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日本交通心理士会第 12回豊田大会のご案内 

(第２号通信) 
 

秋冷の季節となりました。会員の皆様には益々お元気でご活躍のことと思います。 

さて、日本交通心理士会第 12回大会のプログラムが決まりましたので、ご案内いたします。 

 

１ 日時  2015年 11月 14日（土） 13:00～17:45 

      2015年 11月 15日（日） 09:00～14:45 

 

２ 会場  豊田市交通安全学習センター 

       愛知県豊田市池田町小山田 494 番地 24 

       (HP アドレス www.kotsuanzen.jp/) 

３ 費用  大会参加費 交通心理士会会員     7,000 円(発表論文集及び 15 日昼食代含む) 

               日本交通心理学会会員   9,000 円(発表論文集及び 15 日昼食代含む) 

            上記以外の非会員    11,000 円(発表論文集及び 15 日昼食代含む) 

      懇親会費              8,000 円 

 

４ 参加申込み 

・参加申込みは、参加申込書を学会ホームページからダウンロードして、ファックスまたは郵 

送で下記の事務局までお送りください。 

・参加申込みの締め切りは、10 月 23 日(金)です。 

 

５ 申込先・問合せ先      日本交通心理士会第 12 回豊田大会準備事務局      

                ＴＥＬ 0565-88-5055 ＦＡＸ 0565-88-5058 

                 〒471-0001  愛知県豊田市池田町小山田 494 番地 24 

                                   担当：伊藤、鳥山 

【大会会場案内図】  

 



日本交通心理士会第１２回大会プログラム 

 

【第１日目 11月 14日（土）】 

 

12:00～13:00 受付 

13:00～13:10 開会宣言 日本交通心理士会会長 神作 博 （中京大学名誉教授） 

日本交通心理学会会長挨拶    松浦 常夫（実践女子大学教授） 

 

13:10～14:10 特別講演 「交通心理士の飛躍の諸口-交通事故要因の究明結果より-」 

       演者：神作 博（中京大学名誉教授） 

 

14:10～14:20  休憩 

 

14:20～15:35 セッション１ 座長 山口 直範（大阪国際大学） 発表件数 3件 

（各発表時間 15分＋質疑 10分）=75分 

     

１）14:20～14:45 運転者の視線移動映像を用いた安全運転教育方法の研究 

浜田 一郎（株式会社 山城自動車教習所 交通教育センターR-ism Lab.） 

 

２）14:45～15:10 運転行動と反応の体験教育について（実践報告） 

柴田 重盛（神姫バス株式会社研修センター） 

 

３）15:10～15:35 気づきを促す安全運転の教育、指導について 

         -運転課題の明確化、行動変容への試行- 

伊藤 幹夫（中部交通共済協同組合） 

 

  15:35～15:45 休憩 

 

  15:45～17:00  セッション２ 座長 北折 充隆 （金城学院大学） 発表件数 3 件 

                    （各発表時間 15分＋質疑 10分）=75分 

 

４）15:45～16:10 企業に見る若年層運転者の事故特性について 

横川 美紀（損保ジャパン日本興亜リスクマネジメント株式会社） 

 

５）16:10～16:35 交通社会における自転車の存在に関する交通心理学的研究 

         -「自転車文化」の歴史的考察- 

小宅 佑治（アスモ株式会社 尼崎ドライブスクール） 

 

６）16:35～17:00 「睡眠」・「疲労」と自動車運転への影響 

          企業における過労運転対策の方向性検討 

津森 正裕（瀬戸内コンサルティング株式会社） 

 

17:00～17:15 休憩（総会準備） 

 

17:15～17:45 総会 

 

18:30～20:30 懇親会（名鉄トヨタホテル） 



【第２日目 11月 15日（日）】 

 

09:00～10:20 シンポジウム「未来の都市交通と安全」 

       話題提供者：加藤 真平（名古屋大学） 

             樋口 恵一（豊田都市交通研究所） 

          司会：中井 宏 （東海学院大学） 

 

10:20～10:30  休憩 

 

  10:30～12:10  セッション３ 座長 蓮花 一己 （帝塚山大学） 発表件数 4件 

                    （各発表時間 15分＋質疑 10分）=100分 

 

７）10:30～10:55 高齢ドライバーにおける自己評価技能と補償行動 

         奥山 祐輔（黒井産業株式会社 R４５・日の出自動車学校） 

 

８）10:55～11:20 車間距離と割込み車両の関係に関する実験的研究（２） 

          松村 智行（アイルモータースクール豊前） 

 

９）11:20～11:45 自動車運転中の携帯電話使用が事故や交通場面の記憶再認に及ぼす影響 

中川 智由起（ジオン学園 三共自動車学校） 

 

１０）11:45～12:10 高次脳機能障がい者に対する運転リハビリサポート事業への取組み 

          多田 恵二（玉野自動車教習所 交通安全教育センター） 

 

12:10～13:00  昼食（施設見学） 

 

  13:00～14:40  セッション４ 座長 瀬川 誠 （山城自動車教習所） 発表件数 4件 

                    （各発表時間 15分＋質疑 10分）=100分 

 

１１）13:00～13:25 運転者予備軍としての小中学生に対する自転車安全走行に関する教育戦略 

          -我が国と諸外国の自転車利用の実態調査- 

         岩松 良之（アスモ株式会社 尼崎ドライブスクール） 

 

１２）13:25～13:50 運転適性検査により評価される各特性別の自己評価（１） 

          -自動車教習所の教習生を対象にした結果から- 

          岩城 直幸（株式会社 水原自動車学校） 

 

１３）13:50～14:15 二輪運転者の世代間における運転行動の差が交通場面に及ぼす影響 

佐々木 雅也（株式会社アフィス沼田自動車学校） 

 

１４）14:15～14:40 路線バス事業者における点呼時の安全指導と添乗指導の効果測定 

          花島 健吾（東京海上日動リスクコンサルティング株式会社） 

 

14:45 閉会の辞 第 12回豊田大会準備委員長挨拶 向井 希宏（中京大学教授） 


	第12回交通心理士大会2号通信　最終版.pdf
	第12回交通心理士大会プログラム 最終版.pdf

